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＜要旨＞
本研究は大学生を対象に不安になりやすい傾向とネガティブ自己イメージ脚本，ソーシャルサポート認知との関連を検討

した。大学生 525 名（男性 308，女性 217）を対象に質問紙調査を実施した。不安になりやすい特性は不安気質と特
性不安で測定し，ネガティブ自己イメージ脚本は自己否定感と抑うつ尺度から測定した。ソーシャルサポート認知は父母，きょ
うだい，友人，学校の先生からの情緒的ソーシャルサポートを示す。共分散構造分析を行ったところ，以下のことが明ら
かとなった。1）不安になりやすい特性はネガティブ自己イメージ脚本に正の影響を及ぼし，ソーシャルサポート認知に負の
影響を及ぼす。2）ソーシャルサポート認知はネガティブ自己イメージ脚本を抑制する。以上より，不安になりやすい特性と
ネガティブ自己イメージ脚本，サポート認知との関連が明らかとなった。不安になりやすい特性が強い場合は，不安へのセ
ルフケア行動を実施し，不安になりやすさをコントロールすることが必要といえる。

＜Abstract＞
The purpose of this study is to examine the relationships among anxiety tendency, negative self-image - 

script and the recognition of social support for university students.  We conducted a questionnaire survey 
of 525 university students (308 males, 217 females).  Anxiety tendency was measured on the basis of the 
score of the recognition of inherited anxious temperament and Trait Anxiety, negative self-image script was 
measured for the score of self-denial and depression, the recognition of social support was measured on the 
basis of the scores of emotional social support: from the father, mother, brothers and sisters, teachers and 
friends.  Covariance structure analysis indicated that (a) anxiety tendency positively correlated with negative 
self-image - script, and negatively correlated with the recognition of social support, (b) the recognition of 
social support negatively correlated with negative self-image - script.  From above, it was indicated that the 
university students who had anxiety tendency had negative self-image - script and poor recognition of social 
support.  Accordingly, it is necessary for students with anxiety tendency to enhance their ability to control 
their anxiety by taking self-care activities that improve self-image.
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え，人間の性格や行動パターンの基盤となる人格気
質（循環気質，粘着気質，自閉気質）とその感受
性，反応の強さを決める気質（執着気質，不安気
質，新奇気質）があるとしている。このうち不安気
質は損害回避と正の相関関係にあり，不安気質を含
むストレス気質の発現認知が高い場合，自己否定感
が高く，精神健康度を悪化させることや 15），不安気
質の発現認知高群は低群と比べ，自己価値感が低く，
自己否定感，自己抑制度，抑うつが高いことが報告
されている 16）。このように，不安になりやすい特性は
ネガティブな自己イメージ脚本や精神健康度と関連
する。一方，ソーシャルサポート認知は精神健康に
影響する重要な要因の一つである。これまでに，大
学新入生を対象とした調査では高サポート群は抑う
つ気分が低く，大学満足度も高いとの報告もある 17）。
しかしながら，不安になりやすい特性がネガティブな
自己イメージ脚本やソーシャルサポート認知へ与える
影響については十分に検討されていない。不安にな
りやすい学生の特性を明らかにすることは，メンタル
ヘルス支援の充実を図る上で重要といえる。

そこで本研究は，共分散構造分析を用いた仮説
モデルを構築し，不安になりやすい特性とネガティブ
な自己イメージ脚本，ソーシャルサポート認知との関
連を検討することとした。

Ⅱ．研究方法
１．調査時期及び対象

調査は 2009 年 7 月上旬～中旬，無記名自記式
の質問紙法により委託調査により実施した。対象は
関東・東海地区を所在地とする大学（4 校）の学
生 678 名であった。そのうち，欠損値を除いた 525
名（男子学生 308，女性 217）を調査対象とした。
男子学生（N=308）の平均年齢（±標準偏差）は
19.36（±1.63）歳，女子学生（N=217）は 18.78（±

Ⅰ．研究背景及び目的
大学生において精神健康の不調が報告されてい

る。たとえば，心気症傾向が漸増していることや 1），
神経症・抑うつ症圏内に該当する学生の多さが報
告されている 2）。こうしたなか河地 3）は，自信力に着
目した大学生へのインタビュー調査を報告している。
それによると，自信力がない学生の理由として，さま
ざまなつらい経験や自分の性格が嫌いであること等
が挙げられている。こうした否定的な自己への評価は

「自己イメージ脚本」からとらえることができる。自
己イメージ脚本とは，自己認知を再構成する元となる
イメージ情報（記憶）であり，自己に対する思い込
みを表わすと言われている 4）。この脚本がポジティブ
であるか，ネガティブであるかによって精神健康に影
響を及ぼすことがこれまでに明らかとなっている 5）6）。
また，高校生を対象とした調査によると，自傷行為は
否定的自己イメージと強く関連することも報告されて
いる 7）。このように，どのような自己イメージ脚本をもっ
ているかはメンタルヘルスにおいて重要である。

ところで，私たちは多かれ少なかれ不安という感情
をもつ。不安とは，「期待通りにいく見通しがつかない
ときの感情」と定義づけられている8）。ルドゥー 9）によ
ると，不安とは起こるかもしれないことへの恐怖であり，
不安と恐怖は有害あるいは潜在的に有害な状況に対
する反応であるという。Cloninger10）はこうした不安
になりやすい特性を気質性格検査（Temperament 
and Character Inventory：TCI）のうち「損害回
避（Harm Avoidance）」という概念でとらえている。
これまでに，高い損害回避が抑うつと関連することや
11）12），摂食障害において高い損害回避，低い自己志
向性をもつことが報告されている13）。

こうしたなか宗像 14）は，Kretschmerらの気質
学，Cloninger の行動遺伝学の成果，類人猿の動
物行動学の発展，宗像の臨床行動学の成果を踏ま

キーワード　       
不安特性			   anxiety tendency　
ネガティブ自己イメージ脚本	 negative self-image - script　
ソーシャルサポート認知		  the recognition of social support　
抑うつ			   depression　
大学生			   university students 
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出した。性差の検定には，対応のないt検定を用いた。
また，相関分析については Pearson の積率相関係
数により算出した。

次に，仮説に基づきモデルを構築し，共分散構
造分析により検討した。モデルの適合度指数として，
GFI，AGFI，RMSEA および AICについて検討した。
GFI （Goodness of Fit Index）は 0 ～ 1 の値の値
をとり，0.9 以上であればモデルの適合性が高いことを
意味する23）。次に AGFI （Adjusted GFI）は GFI
を修正した値であり，GFIと同様に 0.9 以上であると
モデルの適合性が高いと判断できる。RMSEA （Root 
Mean Square Error of Approximation）は 0.08
以下であれば適合度が高いことを示す。なお，推定値

（標準化推定値）については 5% 水準を基準とした。
AIC（ 赤 池の情 報 量 基 準：Akaike information 
criterion）は値が小さいモデルほど優れていると判
断する。決定係数（R2）とは，重相関係数の平方
であり，当該内生変数の分散が他の予測変数から説
明される割合を表す。なお，統計パッケージは SPSS 
ver.12 for Windows および AMOS5.0を用いた。

Ⅲ．結 果
１．対象者の特性

各尺度の記述統計量，尺度のα係数および性差
について表 1 に示す。性差について検討したとこ
ろ，抑うつ（t=3.48, p<.001），不安気質（t=3.77, 
p<.001），特性不安（t=3.23, p<.001），母親からのソー
シャルサポート（t=3.37, p<.001），きょうだい（t=2.76, 

1.19）歳であった。回収率は 96.6% であった。
対象者への倫理的配慮として，調査票のフェイス

シートに調査の目的，調査で知り得た情報は統計的
に処理されることなどを記載した。なお，本調査は筑
波大学人間総合科学研究科研究倫理委員会（課
題番号第 21-174 号）の承認を得て行った。
２．測定尺度
①自己否定感尺度（10 項目）18）

自分に対する否定的なイメージの強さを測定する。
得点範囲は 0 ～ 20 点である。

②抑うつ尺度（SDS）（20 項目）19）

Zung, W. W. K. により作成された自己記入式抑うつ
尺度（SDS：Self-rating Depression Scale）の日
本語版を使用した。得点範囲は 20 ～ 80 点である。

③不安気質尺度（5 項目）20）

遺伝的気質尺度のうち不安気質を使用した。得
点範囲は 0 ～ 5 点である。

④特性不安尺度（20 項目）（STAI）21）

STAI（State-Trait Anxiety Inventory；状 態
―特性不安検査）の日本語版のうち，特性不安
を使用した。得点範囲は 20 ～ 80 点である。

⑤学生用ソーシャル・サポート尺度（16 項目）22）

項目内容は情緒的なサポートが中心であり，対人
関係（サポート源）別に得点を算出する。得点範囲
は 0 ～ 48 点である。サポート源は，父，母，きょうだい，
今通っている学校の先生，友人・知人の 5 つからなる。
３．分析方法

尺度の信頼性分析は Cronbach のα係数により算

表1　各尺度の記述統計量，尺度のα係数および性差
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をネガティブ自己イメージ脚本の一つとして捉えた。
また「不安気質」および「特性不安」の観測変
数からなる「不安になりやすい特性」を潜在変数と
した。学生用ソーシャルサポートについては，5 つの
サポート源の観測変数からなる「ソーシャルサポート
認知」を潜在変数とした。「不安になりやすい特性」
から「ソーシャルサポート認知」，「ネガティブ自己イ
メージ脚本」のパス係数を仮定し，「ソーシャルサポー
ト認知」から「ネガティブ自己イメージ脚本」への
パス係数を仮定した。母数の制約はすべての誤差
変数から観測変数へのパス係数の分散を1 に固定
し，潜在変数を構成する観測変数のうち基準とする
観測変数の分散を1 に固定した。また，すべての撹
乱変数から潜在変数へのパス係数の分散を1 に固
定した。欠損値を除いた 525 名を対象に共分散構
造分析を行った。パラメーターの推定は最尤法によ
り行った。

全体モデルについて分析したところ，適合度指
数 は GFI=.969，AGFI=.939，RMSEA=.067，

p<.01），友人・知人（t=7.03, p<.001）に性差がみ
られ，男性より女性において有意に得点が高かった。
２．不安になりやすい特性とネガティブ自己イメージ

脚本，ソーシャルサポート認知との関連
①各尺度得点間の相関係数について

男女別に各尺度得点間の相関関係を算出した
（表 2，表 3）。その結果，男女とも，自己否定感，
抑うつ，不安気質および特性不安の間で有意な正
の相関関係が示された。また，ソーシャルサポートと
の関連では，不安気質および特性不安の一部にお
いて，有意な負の相関関係が示された。
②全体モデルによる検討

不安になりやすい特性とネガティブ自己イメージ脚
本，ソーシャルサポート認知からなる仮説モデルを構
築した。「自己否定感」および「抑うつ」の観測変
数からなる「ネガティブ自己イメージ脚本」を潜在変
数とした。抑うつ尺度（SDS）は精神健康度の指
標でもあるが，抑うつ感の評価は「抑うつ感をもつ自
己イメージ」を評価しているともいえ，抑うつ（SDS）

表2　各尺度の相関関係（男子学生）

表3　各尺度の相関関係（女子学生）
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RMSEA=.059，AIC=84.203 であり，決定係数は，
「ソーシャルサポート認知」が R2＝.14，「ネガティ
ブ自己イメージ脚本」が R2＝.69 であった。
手順２：配置不変の検討

モデルの配置不変性について検討したところ，モ
デ ル の 適 合 度 指 数 は GFI=.954，AGFI=.909，
RMSEA=.054，AIC=205.024 であり，本モデルは
両母集団に共通して適合が良く，配置不変性が成り
立つと考えられた。
手順３：等値制約
「不安になりやすい特性」から「ネガティブ自己

イメージ脚本」へのパス係数に等値の制約を置
き，モデルの適合度の変化を検討した。その結果，
モデルの適 合 度 指 数は GFI=.951，AGFI=.906，
RMSEA=.056，AIC=209.383を示した。　

以上，モデルの適合度について検討した結果，適
合度指数のうち AIC については全体モデルと比べ，
値が大きくなっていた。これらの結果より，本研究で
は全体モデルを採択することが妥当といえる。

Ⅳ．考 察
不安になりやすい特性はネガティブ自己イメージ脚

本を高めることが明らかとなった。これまでに，対人
恐怖心性において失敗への強い恐れや否定的自己
観があることが報告されている 24）。また，不安気質

AIC=120.479 であり，あてはまりの良いモデルであっ
た（図 1）。パス係数についてみてみると，「不安に
なりやすい特性」から「ネガティブ自己イメージ脚本」
に対して .73を示し，「ソーシャルサポート認知」に対
しては -.27を示した。また，「ソーシャルサポー認知」
から「ネガティブ自己イメージ脚本」に対しては -.20
を示した。決定係数は，「ソーシャルサポート認知」
がR2＝.07，「ネガティブ自己イメージ脚本」がR2＝.66
であった。

以上より，不安になりやすい特性はネガティブ自己
イメージ脚本に正の影響を及ぼし，ソーシャルサポー
ト認知を抑制する関係にある。また，ソーシャルサポー
ト認知はネガティブ自己イメージ脚本を抑制すること
が示された。
③多母集団分析によるモデルの検討
手順１：母集団ごとの分析

男女の母集団間における差異の有無を検討する
ため，多母集団分析を行った。はじめに男女ごと
に分析を行ったところ，男女とも標準化推定値はす
べて有意であり，男子学生（N=308）では，適合
度指数は GFI=.948，AGFI=.899，RMSEA=.087，
AIC=120.831 であり，決定係数は，「ソーシャルサポー
ト認知」が R2＝.07，「ネガティブ自己イメージ脚本」
が R2＝.63 であった。一方，女子学生（N=217）
で は，適 合 度 指 数 は GFI=.962，AGFI=.925，

図１ 大学生全体（N＝525）における不安になりやすい特性とネガティブ自己イメージ脚本，
ソーシャルサポート認知との関連
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を理解し，そうした特性への対処法を学ぶことが重
要といえる。そのことがひいては自己イメージ脚本の
改善やソーシャルサポート認知の向上に影響すると
考えられる。

多母集団分析の結果，仮説モデルに男女差がみ
られなかったことについて，男女別の尺度得点をみ
てみると，性差がみられたのは一部であった。こうし
た結果からも，本モデルを全標本モデルとして検討
することが妥当といえる。

Ⅴ．研究の限界
本研究の対象者は，自己否定感が強く，抑うつ，

不安気質，特性不安が高い傾向にある集団であっ
た。したがって，本研究結果を一般化することには
限界がある。今後は対象者を増やし，心理尺度との
関連を検討していきたい。

Ⅵ．結 論
本研究は大学生を対象に不安になりやすい傾向

とネガティブ自己イメージ脚本，ソーシャルサポート認
知との関連を検討した。大学生 525 名（男性 308，
女性 217）を対象に質問紙調査を行い，大学生の
不安になりやすい特性とネガティブ自己イメージ脚本，
ソーシャルサポート認知との関連を検討するため共分
散構造分析を行った。その結果，1）不安になりや
すい特性は，ネガティブ自己イメージ脚本に正の影響
を及ぼし，ソーシャルサポート認知に負の影響を及ぼ
す。2）ソーシャルサポート認知はネガティブ自己イメー
ジ脚本を抑制する。本研究結果を踏まえ，不安にな
りやすい特性が強い学生に対しては，遺伝的気質
の特徴を理解し，その特性に応じたセルフケア行動
を提唱するなどの支援が必要といえる。抑うつ予防
の観点からも，不安になりやすいという個々の感受性
に着目した支援を充実させていくことが重要といえる。
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1)	 坂口守男：学生の精神的・身体的自覚症状の

動向　最近 5 年間の UPI でみた推移，大阪教

の項目の一つにある神経質傾向は，思い込み傾向
を増加させ，抑うつ症状をもたらすことや 25），女性に
おいて高い損害回避が抑うつを生起させる可能性
が報告されている 26）。さらに，不安や抑うつを引き起
こす共通の認知として，過去から現在までの自己を
ネガティブに評価する要因も報告されている27）。この
ように，不安になりやすい特性とネガティブ自己イメー
ジ脚本との関係は先行研究を支持するものとなった。
不安になりやすい特性は，危機への恐れの強さを表
している。その恐れの強さがあるため，良い予期よ
りも悪い予期をしがちであり，そうした特性がネガティ
ブな自己イメージ脚本に影響していると考えられる。

次に，不安になりやすい特性はソーシャルサポート
認知を抑制することが明らかとなった。これまでに，
対人不安意識の著しい者はあらゆる面で自己や家
庭，環境をネガティブにとらえることや 28），社会不安
の高い児童は社会性が乏しく，交流が少ないという
報告もある 29）。このように，不安になりやすい特性の
高さは他者認知に影響し，ソーシャルサポート認知を
抑制する関係を示したと考えられる。このことは不安
気質の特徴から考察できる。不安気質の特性の一
つとして，本質的に孤独で恐怖感の中にいる存在で
あるといわれている 30）。こうした恐怖感の強さがある
ため，家族や友人，学校の先生といったサポート源
があったとしても，容易に信用できず，サポート認知
が低いと考えられる。

他方，ソーシャルサポート認知はネガティブ自己イ
メージ脚本を抑制することが明らかとなった。ソーシャ
ルサポートのうち，特に本研究で用いた情緒的ソー
シャルサポートの重要性についてはこれまでも数多く
指摘されている。たとえば，サポートが多い学生ほど
孤独を感じていないことや 31），友人によるサポートが
抑うつを低減することなどが報告されている 32）。とこ
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容感があれば安心感を得て，ポジティブな自己イメー
ジ脚本をもつことができる。一方，このソーシャルサポー
ト認知は不安になりやすい特性から抑制される関係
にある。したがって，第一に不安になりやすい特性
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